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J・R・R・トルキーン『ホビット』
――古いものと日常の美、あるいは「イングランド的なるもの」
安　藤　　　聡
　J・R・R・トルキーンが『ホビット、あるいは行きて帰りし物語』1を書くに際して、当時
親友だったC・S・ルイスとともに「自分たちが読みたいと思う種類の本」を書こうと意図
していたことは比較的よく知られている 2。トルキーンとルイスはいずれもファンタジー
小説（彼らの言葉では「妖精物語」）を大人が真剣に読むに値するものと考えており 3、同時
代に優れたファンタジー作品が書かれていないことに物足りなさを感じていた 4。こうし
て一九三〇年代に書かれたのがトルキーンの『ホビット』とルイスの『沈黙の惑星を離れて』
であり、一九五〇年代になると前者が『指輪物語』、後者が『ナルニア国物語』という二十
世紀英国ファンタジーの二大傑作とも言うべき代表作を著した。
　彼らは非公式の文学サークル「インクリングズ」で執筆中の原稿を朗読し、仲間たちの
助言や激励に促されて作品を完成させた。いずれも第一級の文学（言語学）研究者がその
学識と文学や言語への愛を最大限に発揮して創造した別世界の物語であり、そこには伝統
を軽視してすべてが急速に変化する同時代への警鐘が含意されていて、神話や古い物語の
世界への憧れが余すところなく表現されている。本稿では対象を『ホビット』のみに絞って、
アングロ=サクソン文学や言語学の大家としてのトルキーン（彼は三十歳代前半ですでに
オクスフォード大学の教授であった）の関心と作品の主題との関係、また作者が好むイン
グランドの田園の風土が作品に与えた影響、あるいは同時代へのアンチテーゼとして書か
れたこの作品の同時代性などについて、改めて考えたい。
一　イングランドの田園
　しばしば指摘されるように、ホビット族の世界「シャイアー」（Shire）はトルキーンが育っ
たミッドランズ地方西部の風土と風景を基に書かれていて 5、ホビットは大きさ以外のす
べての点において作者トルキーンの肖像そのものだと言われる 6。トルキーン家はドイツ
北部に起源を持つ家系らしいがイングランドに移住して二世紀以上になり、トルキーン自
身もグレイト・ブリテン島全体というよりイングランドに対して特に強い愛着を持ってい
る 7。彼が愛着を持つのはイングランドの中でもとりわけミッドランズ地方西部とオクス
フォードである 8。
　トルキーンはロイズ銀行に奉職する父親の仕事の都合で（現在の）南アフリカ共和国の
ブルームフォンテインで生を受け、三歳のときに母親に連れられて弟とともに初めてイン
グランドに「帰省」した。このときはバーミンガム南郊のキングズ・ヒース地区にある母の
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実家に滞在したが、滞在中にブルームフォンテインにいる父が急死したため、残された妻
子はそのままイングランドに定住することとなり、バーミンガムの南のセアホゥルに定住
した。当時のセアホゥルは現在のようなバーミンガムの市街地の一部ではなく、ウスター
シャー州に属する典型的な中部イングランドの長閑な村だったという。トルキーン母子が
定住した家の近隣には十八世紀後半に建てられた水車小屋（セアホゥル・ミル）や沼地（モ
ウズリー・ボグ）があり、幼いトルキーンと弟の理想的な遊び場であった。このあたりの
風景の記憶がホビットのシャイアーの原型になっていること 9は殊更に強調するまでもな
い。
　一方でトルキーンは、一九五六年七月三日付けのスタンリー・アンウィン（彼の作品を
担当するロンドンの出版業者）への書簡において、シャイアーを「イングランドの田舎の
パロディ」と称している 10。確かにシャイアーは（ルイスのナルニア国と同様）架空の別世
界であるにも拘わらず、その風景や生活様式が過去のイングランドのそれに酷似している。
例えば『ホビット』の第一章冒頭ですでに明らかにされているとおり、ホビットはプライ
ヴァシーと個人的空間の快適さを重んじ、紅茶とスコン、あるいはエイルやポータ （ー黒
ビール）などを好む。主人公ビルボ 11・バギンズを始めとしてホビット族の男性らはたいて
いパイプ煙草を嗜むが、これはトルキーン本人の嗜好と共通する 12。「予期せぬパーティー」
の食事の場面でも小
ドウォーフ
人たちが要求するメニューはミンス・パイやポークパイ、あるいは
チーズやラズベリー・ジャムなど（二一～二二）、いずれも伝統的な英国の食品に他ならな
い。
　シャイアーの風景もまた、絵に描いたようなイングランドの田舎の風景を髣髴とさせる、
穏やかな田園風景である。例えば第一章の冒頭で語り手は、ビルボの洞穴の家から見える
風景を「川に向かって緩やかに下降する丘の斜面の牧草地」（一三）と描写している。また
シャイアーをすでに遠く離れた第七章でも、鷲の背に乗って空から見たミドルアースの風
景は槲や楡と思われる樹木が点在し、広々とした草地に川が流れている（一一三～一一四）
という、イングランドそのものと言っていいような田園風景が描かれている。ルイスのナ
ルニアについても同じことが言えるが、このような田園風景はトルキーンやルイスの同時
代にも（そして現在も）イングランドの至るところに実在しているものではあるものの、
シャイアーもナルニアも明らかに過去のイングランドのイメージを帯びている。
　その過去のイメージが例えばアングロ=サクソン七王国時代であれチョーサーの時代で
あれ、あるいはイングリッシュ・ルネサンス時代であれ、それは大した問題ではない。ル
イスは一九五四年にケインブリッジ大学教授就任記念として「時代区分について」と題す
る講演を行っていて、この中で西洋史における最大の時代の断絶は（中世とルネサンスの
間ではなく）ジェイン・オースティン（一七七五～一八一七）の時代と現在との間のどこか
にある、と主張している 13。確かに、産業革命の結果として急速に工業化、都市化が進んだ
のも、ダーウィンの進化論に代表される近代科学によって世界観が大きく変化したのも、
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十九世紀の中葉であり、このあたりに大きな「断絶」があると考えるのが妥当であるに違
いない。ミドルアースやナルニアのイメージが過去のどの時代のイングランドに基づいて
いるかが重要なのではなくて、そのイメージがこの断絶以前のイングランドであることこ
そが重要なのである。
　ジョウゼフ・ピアスが指摘するとおり、ホビットは「イングランド的なるもの」
（Englishness）の具現化、擬人化である 14。とりわけビルボは、これも第一章の導入部分で語
り手によって明言されているように、古い立派な家柄であるバギンズ家の、変化や冒険を
好まないというホビット族に典型的な性格を継承しているが、同時に祖先の一人に妖
フェアリー
精
が混ざっている母方のトゥック家の、時に無謀な冒険を仕出かすという特質をも受け継い
でいて、この性質がこの主人公に好まざる冒険を運命づけることになる。だがこの設定は
単にビルボの性格とその運命を説明するためのものというだけでなく、ここには現実的で
冷静で変化を好まないアングロ=サクソン的性質を基調に空想的で直情的で奇想天外なケ
ルト的性質を混ぜ合わせたイングランド人の国民性や「イングランド的なるもの」が含意
されていると解釈しても、強ち見当外れではなかろう。
　これも第一章の早い段階で示されているとおり、ホビット族は近年（語りにおける現在）
では減少している種族である（一四）。ここから語られる物語は遠い過去のことであり、「今
のような騒音がなく緑は今より多かった、世界がまだ静かだったころのある朝」（一五）の
「予期せぬパーティー」に始まる冒険と説明される。この作品が実際に書かれたのは主に
一九三〇年代前半であるが、その当時でさえすでにトルキーンの目から見て自然環境の破
壊や周囲の騒音は看過できない状態になっていて、そういった同時代の好ましくない要素
に対して警告を発するという意味合いがこのような設定に見て取れよう。ホビットが「イ
ングランド的なるもの」の象徴だとすれば、それが近頃では稀な存在になっているという
語り手の言葉には、同時代のイングランドで伝統が衰退しつつあることに対する憂慮が暗
示されていると考えられる。
二　地名、樹木――過去への関心と同時代へのアンチテーゼ
　トルキーンの地理や地名に対する関心の深さは多くの批評家によってしばしば指摘され
ている 15。『ホビット』出版の頃に執筆された『ハム村の農場主ジャイルズ』（一九四九）は
オクスフォードシャー州の町テイムの地名をめぐる（架空の）由来の物語である。また彼
はオクスフォードシャー州の隣に位置するバッキンガムシャー州のウォーミングホール
やブリルといった地名の響きを気に入っていて 16、特に後者は『指輪物語』第一部『旅の仲
間』第一巻第九・十章（および第三部『王の帰還』第二巻第七章）の舞台となるホビットと
人間が平和に互いに干渉せず生活する理想的な村ブリーのモデルとなっている 17。ブリル
という地名はブリトン語の 'breʒ' とアングロ=サクソン語の 'hyll' という意味が重複する二
語（いずれも「丘」の意）が重なって成立している珍しいものであり（ついでながらトルキー
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ンのオクスフォードでの教え子ダイアナ・ウィン・ジョウンズは『ハウルの動く城』の舞台
となる市場町を「マーケット・チッピング」（ラテン語からフランス語経由で中英語に入っ
た 'market' と「市場」を意味する古英語に由来する 'chipping'）、港町を「ポートヘイヴン」（ラ
テン語由来だが古英語時代からある 'port' と「港」を意味する北欧語から古英語に借用され
た 'haven'）と命名している）、トルキーンのブリー村は言うまでもなくブリルの前半を形成
するブリトン語の「丘」を語源とする。この例に限らず地名はつねにその土地の過去との
連続性（すなわち歴史）を示すものであり、地名への関心はその意味で過去への関心に他
ならない。
　同様に多くの批評家や伝記作家が指摘するトルキーンの樹木に対する愛着 18もまた、地
名や歴史への関心と同根であると考えられよう。なぜなら樹木もまた過去との連続性を体
現する存在であり（他の欧州諸国と比べてイングランドには古木が非常に多い 19）、樹木へ
の愛着は古いものへの愛着に通底するからである。それは、いずれも長い年月の中で自然
発生的に形成されたものに対する敬意や愛情という意味が共通するということである。ト
ルキーンの樹木への愛着は『指輪物語』第二部『二つの塔』第三巻第四章におけるエント族
の描かれ方を見れば明らかである。この種族はある時期から女性の不在という問題を抱え
ているが、それは過去との連続性すなわち伝統を体現する樹木の化身であるこの種族が存
続の危機に晒されているということであり、ここにもイングランド的伝統が失われつつあ
ることに対する危惧が読み取れよう。『ホビット』においても（先に触れたとおり）冒頭で
すでに「世界が静かで（現在のような）騒音も少なく、緑が多かった頃」の冒険物語と断っ
ていて、しかもホビット族も今では数が少なくなっていると語り手が明言している。この
ように、『ホビット』にも『指輪物語』のいずれにも「イングランド的なるもの」（すなわち
伝統）が急速に衰退しつつあった同時代への批判的な視点が共有されていると言えよう。
リチャード・L・パーティルはトルキーンのあらゆる作品に「変化に対する抵抗」が見られ
ることを指摘している 20。
　このような意味で、『ホビット』も『指輪物語』も紛れもなく二十世紀の作品であり、現
実世界とは無関係な別世界（の過去）を描いているにもかかわらずさまざまな形で現実世
界の時代背景を反映していると言える。トルキーンの幼年時代にはセアホゥルは古きよき
時代のイングランドの風景や雰囲気を残していたが、彼がこの地を去ったのちの一九二〇
年頃にはバーミンガムの都市拡大によって市街地の一部となり、古い村は名実ともに失
われた。一九三三年に彼は旧セアホゥル地区を再訪して「幸福な幼年時代の希少な風景が
都市拡大によって無残に破壊された」のを見て失望している 21。バーミンガムは一九〇〇
年の時点でおよそ五十万人程度だった人口が一九五〇年には百万人を越えていて、二十
世紀の前半で二倍に拡大したことになる。急速な都市拡大によってコナーベイション
（conurbation：複合都市、すなわち複数の都市や村落が一体化した大都市）が形成される直
前の時代をセアホゥルで過ごしたトルキーンは、この変化の過程を目の当たりにしたので
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ある。彼が生涯の大半を過ごしたオクスフォードの人口も、二十世紀初頭の約五万人から
二十世紀中葉までに十万人に倍増している。一九一〇年に郊外のカウリー地区に大規模な
自動車工場が設立されたこともあって、オクスフォードは古い大学街という特徴に加えて
現代的な商工業都市の性質を兼ね備えるようになった。トルキーンがこの二つの都市の急
激な変化に心を痛めていたことは想像に難くない。『ホビット』も『指輪物語』もこのよう
な非連続的変化の時代へのアンチテーゼという意味合いを強く持っているのである。
　「予期せぬパーティー」でビルボが小人たちに唆され（その内面に潜むトゥック家特有の
ロマンティックな冒険心を刺激されて）冒険への参加に同意してしまうのも、彼らの歌を
聞いて「人の手やその匠の技、そして魔法によって作られた美しいものへの愛」（二五）が
心の中で覚醒したからに他ならない。ここで言う「美しいもの」は「古いもの」や「古きよ
き時代の職人の手で作られたもの」と言い換えてもよかろう。それは『ホビット』の執筆よ
りおよそ半世紀前にウィリアム・モリスらの「芸
アーツ・アンド・クラフツ・ムーヴメント
術 工 芸 運 動」が目指したものと同
様である。いずれも同時代の機械化や工業化に起因する美の衰退を憂慮して、古い時代（中
世と限定してもよい）の手作りの美を理想と考えているという点で、トルキーンが描くビ
ルボの憧れとモリスらの芸術工芸運動は通底すると言えよう。芸術工芸運動（のみならず
モリスを中心とした古建築物保存運動も含めて）には機械化による大量生産、工業化によ
る環境破壊、農業の衰退による農村社会や田園の衰退といった背景があり、トルキーンの
作品にもすでに考察したとおり伝統的なイングランドの風景や生活様式が淘汰されて行く
ことに対する危惧が含まれていた。「古い美しいもの」の価値はそれが喪失の危機に瀕して
いることが認識されたときに初めて（再）発見されるものなのである。この意味で、芸術工
芸運動は十九世紀後半という時代背景の産物であり（ナショナル・トラストの設立も『カ
ントリー・ライフ』誌の創刊も十九世紀末である）、『ホビット』と『指輪物語』は二十世紀
という時代の落とし子であることが明らかになるであろう。
三　ビルボの受動性
　「予期せぬパーティー」においてビルボは、結果的に一時の気の迷いで冒険に参加するこ
とになったが、基本的には終始この冒険という環境に違和感を持ち続けている。冒険の目
的が「古い美しい財宝」を（強欲な龍スモーグから）奪回することだという点も、彼の判断
力を鈍化させるのに十分であった。彼は元来は作者トルキーンと同様に出不精で、地理や
地名に関心があるもののそれは単に居心地のよい自宅の居間で地図を眺めるという趣味に
過ぎない。トルキーン自身がいかに出不精であったかは、インクリングズの徒歩旅行（彼
らは一日に二十マイルほどを踏破し名も知らぬ村の宿
イン
に泊まるという数日間の旅行を恒例
行事としていた）に彼がほとんど参加していないという事実からも明らかであろう。彼が
少なからず自己を投影して描いたビルボは、そういうわけで特に勇敢なわけでもなくむし
ろ怠惰な、「英雄らしくない英雄」（anti-hero）なのである。トルキーンは英雄叙事詩『ベオ
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ウルフ』について「英雄らしい英雄ではなく通常の人間を描いた物語」と説明している 22が、
ビルボにも「通常の」「等身大の」（怠惰で小心者の）人間像が投影されているに違いない。
このような「英雄」こそが、イングランド的な、アングロ＝サクソン的な英雄だということ
なのである。また『ハム村の農場主ジャイルズ』の主人公ジャイルズも、王や粉屋に唆され
て龍と戦う羽目に陥るが、魔法の力を持つ剣が勝手に戦うだけで彼自身には戦う気は毛頭
なく、知恵で龍を騙して飼い慣らしてしまう。それでもジャイルズは結果的に英雄として
叙事詩の主人公になり語り継がれるが、「英雄らしくない英雄」という意味でビルボとジャ
イルズは近い存在だと言えよう。
　ビルボは旅が始まる第二章で早々に自宅を恋しがり、語り手は「彼が家に帰りたがるの
はこれが最後ではなかった」と予言的に断言する（四〇）。第三章の冒頭近くでもビルボは
「暖炉の前の快適な椅子」や「薬缶が歌う音」を懐かしみ、語り手は「（彼に里心がつくのは）
これが最後ではない」と強調する（五三）。ビルボの郷愁はこの後の語りでもたびたび繰り
返され（例えば第四章冒頭、第五章冒頭、第六章末尾、第七章冒頭、第九章前半、第十一章
後半、第十二章前半、第十八章前半など）、彼は最後までこの冒険を自分とは無関係なもの、
自分にとって迷惑この上ないものと考えている。物語後半の第十章半ばに到っても、彼は
この冒険を「自分のものではなく小人たちのもの」だと考え（一八六）、また終始この冒険
に参加したことを後悔し続ける。
　だがビルボの消極性や怠惰な性格は結果的にこの冒険を大きく左右することになる。彼
が例の指輪を手に入れたのも、気絶して小人らとはぐれた際に迷い込んだ洞窟の闇の中で
の偶然のためであった。彼は龍との戦いの場面でも気を失っていて（第十七章末尾）、戦闘
やその他のあらゆる危険をことごとく忌避する。第十二章で龍と最初に対峙する場面でも
ビルボは戦いを避け、龍をおだてて騙しつつ相手の弱点を見抜いている。指輪を偶発的に
手に入れた第五章でも、彼はゴラムの謎掛けに乗った振りをしつつ指輪を利用してその場
を逃れる。指輪を得たことを境に、第六章あたりで彼は小人たちの足手纏い的な存在から
一目置かれる存在に、そしていつしかリーダー格に祭り上げられている。だがビルボには、
自分が結果的に成し遂げた武勲を誇る気もなければ財宝を手に入れたいという気持ちもそ
れほど強くはない。彼の財宝への関心は純粋に古い美しいものへの憧れに他ならないので
ある。
　ビルボのこのような消極性や怠惰な性格は、よく言えば「賢明な受動性」ということに
もなるであろう。英国の児童文学（特にファンタジー）の名作においては、しばしばこの
「賢明な受動性」が重要な鍵語となる。例えばルイスの『ナルニア』のそれぞれの物語では、
主人公がナルニア国に行くことを意図しているときには決してナルニアへの「扉」は開か
れず、彼ら彼女らはつねにナルニアから「呼ばれる」のを待たなければならない（と言うよ
りも、ナルニアへの「扉」は「思いがけない時」にしか開かれない）。『ナルニア』や『指輪物
語』とほぼ同時期のルーシー・M・ボストンの『グリーン・ノウの子供たち』（一九五四）に
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おいても、主人公トリーは屋敷で三人の子供たちと出会うために「待って様子を見よ」（wait 
and see）と曾祖母に教えられる 23。この「待って様子を見よ」という決まり文句はロアルド・
ダールの『チャーリーとチョコレート工場』（一九六四）でもチョコレート工場の所有者
ウィリー・ワンカ氏の口癖になっている 24。『ハリー・ポッター』シリーズにおいても、自
分が魔法使いであることを知らなかった孤児ハリーが、最終的にヴォルデモートの悪の力
に勝つことが出来るほど優秀な魔法使いに成長した理由の一つとして、彼の「賢明な受動
性」があることを見落としてはならない 25。あるいはM・L・モウルズワースの『郭公時計』
（一八七七）では、主人公の少女グリゼルダは同様に「賢明な受動性」を身につけたのちに
初めて時計の郭公によってさまざまな世界へ誘
いざな
われることになる。このような「賢明な受
動性」は英国のファンタジ （ーと限定する必要もなく、あらゆるジャンルの文学作品に見
られるものでもあるが）にほとんど無意識に受け継がれているものであり、むしろ英国（特
にイングランド）の国民性の根底にあるものと考えた方がよいのではなかろうか。
　英国の社会人類学者ケイト・フォックスは、イングランド人の行動を支配する「法則」と
して「中庸を重んじ、極端なことや真剣すぎる態度を忌避すること」を指摘している 26。イ
ングランド的なユーモア感覚や控え目な表現（understatement）、また自慢を忌み嫌うこと
や食文化に対する無関心など、イングランド人の行動に特徴的なあらゆる要素はその根底
にこの「法則」が見出せるという。ベオウルフが非英雄的な英雄であるのも、このことと無
関係ではなかろう。英国（イングランド）の文学作品や映画をいくつか概観すれば明らか
になるとおり、この国では強い野心を持つ完全な英雄は決して好まれない。そうなるとビ
ルボもまた、このような伝統に即したイングランド的な非英雄的英雄の一人と考えること
が出来よう。すでに触れたようにホビットがイングランドの精神を象徴する存在だとすれ
ば、ビルボの「受動性」もまたそれを裏付ける要素の一つに違いない。
四　日常の再発見
　『ホビット』には『あるいは行きて帰りし物語』（or There and Back Again）という副題が
付されている。この場合、当然のことながら冒険という「非日常」に「行った」のちに以前
と同じ「日常」に再び「帰って来た」のであるから、冒頭と結末で対照的に示される主人公
の「変化」あるいは「成長」こそが重要なのは言うまでもない。最終章で冒険から帰還した
ビルボを見たガンダルフは、「以前と全然違う」と言う（二八一）が、本質的な部分ではこ
の主人公は「予期せぬパーティー」以前とそれほど変わっていないように見受けられる。
彼は一年以上留守にしていたためシャイアーでは死んだものと看做され、法的に存在が認
められて財産権が回復されるまでに何年もかかり、また非日常的な経験を重ねたことで村
人たちに変人扱いされるようになった。だが彼は、時折エルフに会いに行ったり旅の小人
を迎えたりする他には、基本的に出不精でプライヴァシーを重んじる昔の彼の生活に戻り、
姿を消せる指輪のことは秘密にしておいて面倒な来客を避けるのに利用している。
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　このようにあまり変わっていない彼のわずかな変化のうち最も注目すべきことは「日常
の美の（再）発見」であろう。最終章で語り手はビルボにとって「炉に掛けた薬缶の沸く音
が、あの予期せぬパーティー以前の静かな日々よりも遥かに音楽的に聞こえるようになっ
た」（二八二～二八四）と言う。ここで言う「薬缶の沸く音」とは、日常のありふれた音の一
つに過ぎない。だがすでに言及したとおり、ビルボは冒険が始まって間もない頃の第三章
冒頭で、この音を「薬缶の歌声」に喩えて（これはビルボ自身の言葉ではなく語り手による
表現だが、この箇所はビルボの内面を映し出した描写だと考えたい）懐かしんでいる。お
そらく「予期せぬパーティー以前の静かな日々」にこの主人公が、日々薬缶の湯が沸く音
にいちいち音楽性を感じていたとは考え難い。なぜなら彼は日頃から（英国人に似て）紅
茶を好むゆえ、一日に何度もこの音を聞いていたはずであり、この音は彼の日常の中の最
もありふれた音だったに違いないからである。この毎日聞いている当たり前の音が、冒険
という非日常に飛び出したことによって（一時的にであれ）「失われた」とき、ビルボは初
めてその音楽性（つまり「美」）に気づいたということであろう。最終的に、ホビット族と
してはあり得ないほどの「非日常」を経験した後で彼が日常に帰還したとき、彼は初めて
この「日常の音」に積極的に「美」を見出すことが可能になったのである。
　トルキーンは一九三九年三月（『ホビット』出版のおよそ二年後）にセント・アンドリュー
ズ大学で行った講演（出版は一九四七年）で、「私が言葉の力や、石や木や鉄、樹木や草、家
屋や炎、パンや葡萄酒といった（日常的な）ものの不思議さに気づいたのは妖精物語の中
でのことだった」と述懐している 27。彼にとって妖精物語（つまりファンタジー）は現実逃
避の手段であると同時に現実世界に存在するありふれたものの（再）発見を促すものでも
あるということであろう。ルイスもまた、ファンタジー小説で魔法の森について読んだ子
供は現実の森をつまらなく思うのではなく、魔法の森について読んだことで現実のあらゆ
る森が以前より魅惑的に感じられるようになる、と指摘している 28。別世界を（本の中で）
経験することによって現実世界が彩りを増し、現実世界のありふれたものの「不思議さ」
を（再）発見し得るという考えは、そのまま『ホビット』においてビルボが冒険の結果とし
て日常の中の美を認識できるようになったという経験と類比をなしていると考えられよ
う。ビルボは元来、日常を愛し変化を嫌う性格であった。だがその彼でさえ気づいていな
かった「薬缶の沸く音」に代表される日常の当たり前すぎるものに「美」があるという事実
に気づくために、彼はその日常を一度失って非日常を経験する必要があったということで
ある。このような日常に埋没した美は、おそらくビルボにとっては龍から奪回した財宝よ
りも重要なものなのであろう（と言うのは、彼は財宝の大部分を惜しげもなく手放してい
るからでもある）。
　これまでに考察したとおり、『ホビット』は同時代へのアンチテーゼの表現であるのみな
らず古きよき「イングランド的なるもの」を描く試みでもあった。この作品の背景にはイ
ングランド的伝統が急速に失われつつあった二十世紀という非連続的変化の時代があり、
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その意味で同時代文化への警鐘とイングランド的なるものの探求という二つの主題は密接
に関係しているに違いない。その通底する二つの主題を表現するに際して、トルキーンは
言語学者としての古い言語や古い物語への造詣、また樹木や地名への愛着（いずれも古い
ものへの敬意）など、個人的な関心事を最大限に盛り込んで独自の別世界を「準創造」した。
さらに言えば、この作品はそういうわけで過酷な危機の時代を生きる読者が過去のイング
ランドを髣髴とさせる別世界を経験することで、現実の忌まわしき時代の日常の中に何ら
かの「美」を発見することを促すものでもあると考えられよう。
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Abstract
Bilbo Baggins, the protagonist of J. R. R. Tolkien’s The Hobbit, or There and Back Again, is often 
said to be the portrayal of the author himself. ‘The Shire’, where the hobbits live, is a reminiscence 
of a sort of typical mediaeval English village. In this article the present author should like to 
argue on how Tolkien’s concerns such as the essence of ‘Englishness’, especially the image of a 
traditional West-Midland village, the history and topology of the old world and the antithesis to the 
contemporary culture are delineated in this novel.
